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２ 子供・若者が抱える困難 

（１） 社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験 

Q5. あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験があった

と思いますか。[SA] 
 
社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験の有無について全体で最も高いのは､「どちらか

といえばあった」(29.1％)。次いで「あった」(20.3％)と続く。また、「あった（計）」（49.3％）は「なかっ

た（計）」（39.7％）よりも高くなっている。 
年齢区分別でみると、「あった（計）」は“25～29 歳”(52.3％)が最も高く、全体と比較した結果、有意差が認

められた。 
 一方、「なかった（計）」は“13～14 歳”（56.0％）が、全体と比べ 15 ポイント以上高く、有意差も認められ

た。 
 過去の調査と比較すると、「あった」の変化が最も大きく、7.1 ポイント減少している。また、「あった

（計）」は 4.5 ポイント減少している。 
 一方、「どちらかといえばなかった」と「なかった」はどちらも増加しており、「なかった（計）」では、

3.5 ポイント増加している。 
 

 
＜平成 24 年度調査結果＞ 

Q. あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験があり

ましたか。最もあてはまるものを選んでください。[SA] 
 
 

（n=3219） 

 
 

あった
（計）

なかった
（計）

ｎ

全体 10,000 49.3 39.7

13～14歳 1,120 33.8 56.0

15～19歳 2,903 51.5 36.7

20～24歳 2,884 49.9 38.4

25～29歳 3,093 52.3 37.9
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18.9

20.0

19.1

19.6

30.0

17.7

18.4

18.8

11.0

10.2

11.8

11.7

9.7

あった
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（２） 社会生活や日常生活を円滑に送ることができなかった経験をした理由 

Q6-1-1. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。[MA] 
【自分自身】 
 
問題を経験した理由として【自分自身】について全体で最も高いのは､「人づきあいが苦手だから」

(55.4％)。次いで「何事も否定的に考えてしまったから」(32.4％)、「悩みなどを相談できなかったから」

(29.4%)、「精神的な病気だったから」(21.9%)と続く。 
 年齢区分別でみると、“13～14 歳”は「人づきあいが苦手だから」（41.7％）、「何事も否定的に考えてしま

ったから」（18.7％）、「精神的な病気だったから」（7.1％）が全体と比べ 10 ポイント以上低く、有意差も認

められた。 
 過去の調査と比較すると、最も高いのはどちらも「人づきあいが苦手だから」であったが、今回は 2.8 ポ

イント増加している。一方、「精神的な病気だったから」、「何事も否定的に考えてしまったから」、「悩みなど

を相談できなかったから」の 3 項目は減少しており、「何事も否定的に考えてしまったから」は、10.9 ポイ

ント減少している。

 

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n
数

人
づ
き
あ
い
が
苦
手
だ
か
ら

何
事
も
否
定
的
に
考
え
て
し
ま
っ
た
か
ら

悩
み
な
ど
を
相
談
で
き
な
か
っ
た
か
ら

精
神
的
な
病
気
だ
っ
た
か
ら

勉
強
が
苦
手
だ
か
ら

身
体
的
な
病
気
・
ケ
ガ
だ
っ
た
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体 4,931 55.4 32.4 29.4 21.9 20.1 10.5 5.4 8.0 5.7

13～14歳 379 41.7 18.7 23.2 7.1 26.4 8.4 6.3 11.3 11.3

15～19歳 1,494 58.4 33.0 25.6 20.3 25.3 11.1 4.5 6.5 6.4

20～24歳 1,439 55.9 34.8 32.2 24.7 18.4 11.1 6.2 7.6 4.7

25～29歳 1,619 55.4 33.0 31.7 24.3 15.2 9.9 5.3 9.0 4.7

55.4

32.4
29.4

21.9
20.1

10.5

5.4
8.0

5.7

0%

20%

40%

60%
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※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者のみ回答 
＜平成 24 年度調査結果＞ 

Q. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。当てはまるものを全て選択してください。

また、各項目の中で一番主要なものを教えてください。[MA・SA] 
【自分自身】 

（n=986） 
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5.0 

27.5 

17.0 

4.9 

11.2 

2.2 

8.0 

19.0 

5.3 

5.0 
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その他

特にない
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当てはまるものを全て 各項目の中で一番主要なもの
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Q6-1-2. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。[MA] 
【家族・家庭】 
 
問題を経験した理由として【家族・家庭】について全体で最も高いのは「特にない」(35.3%)、次いで「家

族内の不和や離別があったから」(15.6％)、「親（保護者）への反発があったから」「家庭が貧しかったか

ら」(12.2％)と続く。 
 年齢区分別でみると、「家庭内の不和や離別があったから」は年代が上がるにつれて高くなっており、“13～
14 歳”（6.9％）と“25～29 歳”（18.0％）は、全体と比較した結果、どちらも有意差が認められた。 
 過去の調査と比較すると、最も高いのはどちらも「家族内の不和や離別があったから」であったが、今回

は 3.6 ポイント減少している。 
 また、「親（保護者）の過干渉があったから」、「特にない」以外の項目において割合は減少している。 
 

 
※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者のみ回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n
数

家
族
内
の
不
和
や
離
別
が
あ
っ
た
か

ら 親
（
保
護
者
）
へ
の
反
発
が
あ
っ
た

か
ら

家
庭
が
貧
し
か
っ
た
か
ら

親
 

（
保
護
者
）
か
ら
の
自
分
へ
の

過
度
な
期
待
が
あ
っ
た
か
ら

家
庭
内
で
孤
立
し
て
い
た
か
ら
（
家

族
間
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

希
薄
だ
っ
た
か
ら
）

親
（
保
護
者
）
の
し
つ
け
が
厳
し

か
っ
た
か
ら

親
（
保
護
者
）
の
過
干
渉
が
あ
っ
た

か
ら

親
（
保
護
者
）
か
ら
放
任
さ
れ
て
い

た
か
ら

親
（
保
護
者
）
の
甘
や
か
し
が
あ
っ

た
か
ら

親
（
保
護
者
）
か
ら
虐
待
さ
れ
て
い

た
か
ら

家
庭
が
裕
福
で
生
活
の
心
配
が
い
ら

な
か
っ
た
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体 4,931 15.6 12.2 12.2 11.8 11.7 10.4 10.0 7.5 5.5 4.5 2.0 4.1 35.3 9.5

13～14歳 379 6.9 14.2 6.1 7.4 6.9 11.3 7.1 1.3 2.6 0.5 0.5 3.4 45.1 13.7

15～19歳 1,494 14.3 12.8 12.4 14.3 12.7 12.7 10.2 8.2 5.8 5.4 0.7 3.9 32.5 10.0

20～24歳 1,439 16.7 10.9 12.4 11.7 12.6 9.0 10.0 8.3 6.5 5.1 3.0 3.8 36.3 8.1

25～29歳 1,619 18.0 12.4 13.2 10.6 11.0 9.5 10.4 7.6 5.2 4.0 2.5 4.6 34.7 9.3

15.6
12.2 12.2 11.8 11.7 10.4 10.0

7.5
5.5 4.5

2.0
4.1

35.3

9.5

0%

20%

40%
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＜平成 24 年度調査結果＞ 
Q. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。当てはまるものを全て選択してください。

また、各項目の中で一番主要なものを教えてください。[MA・SA] 
【家族・家庭】 
 

（n=986） 
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親への反発があったから

家庭が貧しいから

家庭が裕福で生活の心配がいらないから

その他

特にない

わからない

当てはまるものを全て 各項目の中で一番主要なもの
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Q6-1-3. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。[MA] 
【学校】 
 
問題を経験した理由として【学校】について全体で最も高いのは「特にない」(24.8%)、次いで「集団行動

が苦手だったから」(23.6％)、「友達との関係が悪かったから」(21.6%)、「いじめられたから」(18.6％)、「成

績が悪かったから」(15.4%)と続く。 
年齢区分別でみると、“15～19 歳”は「友達との関係が悪かったから」（26.2％）、「成績が悪かったから」

（20.0％）、「高校受験に失敗したから」（8.4％）、「中学受験に失敗したから」（5.8％）の 4 項目が他の年代

と比べ高く、全体と比較した結果、有意差が認められた。 
過去の調査と比較すると、「成績が悪かったから」は 8.1 ポイント増加しており、「いじめられたから」は

5.0 ポイント減少している。 
 

 
※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者のみ回答 
  

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n
数

集
団
行
動
が
苦
手
だ
っ
た
か
ら

友
達
と
の
関
係
が
悪
か
っ
た
か
ら

い
じ
め
ら
れ
た
か
ら

成
績
が
悪
か
っ
た
か
ら

先
生
と
の
関
係
が
悪
か
っ
た
か
ら

校
則
に
合
わ
せ
る
の
が
嫌
だ
っ
た
か

ら 大
学
受
験
に
失
敗
し
た
か
ら

高
校
受
験
に
失
敗
し
た
か
ら

大
学
、
短
大
、
高
専
、
専
門
学
校
を

中
退
し
た
か
ら

不
本
意
な
入
学
を
し
た
か
ら

中
学
受
験
に
失
敗
し
た
か
ら

体
罰
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
か

ら そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体 4,931 23.6 21.6 18.6 15.4 10.8 9.4 6.4 5.7 4.8 4.3 3.7 3.1 4.8 24.8 7.3

13～14歳 379 18.5 24.3 15.3 13.5 10.6 6.3 0.3 1.1 - 1.6 0.8 1.3 3.7 28.2 10.8

15～19歳 1,494 24.9 26.2 14.2 20.0 11.6 10.6 4.4 8.4 4.4 3.8 5.8 2.3 4.5 22.4 7.5

20～24歳 1,439 24.3 21.0 19.2 13.0 10.8 10.2 8.2 5.8 6.0 5.4 4.1 3.4 5.8 23.5 5.9

25～29歳 1,619 23.2 17.3 23.0 13.8 10.1 8.3 8.3 4.1 5.2 4.4 2.2 4.0 4.5 27.4 7.6

23.6
21.6

18.6
15.4

10.8
9.4

6.4 5.7 4.8 4.3 3.7 3.1
4.8

24.8

7.3

0%

20%

40%
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＜平成 24 年度調査結果＞ 
Q. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。当てはまるものを全て選択してください。

また、各項目の中で一番主要なものを教えてください。[MA・SA] 
【学校】 
 

 （n=986） 
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22.9 

26.8 

9.3 

1.4 
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高校受験に失敗したから

中学受験に失敗したから

大学、短大、高専、専門学校を中退したから

成績が悪かったから

先生や友達との関係が悪かったから

学校が嫌いだったから

いじめられたから

不本意な入学をしたから

その他

特にない

わからない

当てはまるものを全て 各項目の中で一番主要なもの
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Q6-1-4. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。[MA] 
【仕事・職場】 
 
問題を経験した理由として【仕事・職場】について全体で最も高いのは「特にない」(27.1%)、次いで「職

場になじめなかったから」(15.5％)、「上司や同僚との関係が悪かったから」「本当に自分のやりたい仕事で

はなかったから」(14.4％)、「働きたくないから」(14.3％)と続く。 
年齢区分別でみると、“25～29 歳”は「職場になじめなかったから」（18.7％）、「上司や同僚との関係が悪く

なったから」（17.9％）、「仕事の量や内容が自分の能力を超えていたから」（15.7％）、「就職に失敗したから」

（12.8％）、の 4 項目が他の年代と比べ高く、全体と比較した結果、有意差も認められている。 
過去の調査と比較すると、ほとんどの項目において減少しており、「上司や同僚との関係が悪かったから」

は 4.4 ポイント、「本当に自分のやりたい仕事ではなかったから」は 5.7 ポイント減少している。 
一方、「仕事上の大きなミスをしたから」は、4.8 ポイント増加している。 
 

 

※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」かつ 
職業経験の設問で「現在就業している」「現在は就業していないが、過去に就業経験がある」との回答者の

み回答 
  

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n
数

職
場
に
な
じ
め
な
か
っ
た
か
ら

上
司
や
同
僚
と
の
関
係
が
悪
か
っ
た

か
ら

本
当
に
自
分
の
や
り
た
い
仕
事
で
は

な
か
っ
た
か
ら

働
き
た
く
な
い
か
ら

仕
事
が
自
分
に
向
い
て
い
な
か
っ
た

か
ら

仕
事
の
量
や
内
容
が
自
分
の
能
力
を

超
え
て
い
た
か
ら

働
く
意
味
が
わ
か
ら
な
い
か
ら

就
職
に
失
敗
し
た
か
ら

就
職
先
を
退
職
し
た
か
ら

仕
事
上
の
大
き
な
ミ
ス
を
し
た
か
ら

自
分
の
才
能
や
特
技
を
生
か
せ
る
仕

事
で
は
な
か
っ
た
か
ら

職
場
で
い
じ
め
ら
れ
た
か
ら

い
わ
ゆ
る
充
電
を
し
た
か
っ
た
か
ら

就
職
先
を
解
雇
さ
れ
た
か
ら

そ
の
他

特
に
な
い

わ
か
ら
な
い

全体 3,383 15.5 14.4 14.4 14.3 13.9 12.8 9.8 9.8 9.5 9.4 8.7 6.8 6.6 4.7 4.1 27.1 7.3

13～14歳 16 6.3 6.3 6.3 6.3 18.8 6.3 6.3 - - 6.3 - 6.3 6.3 6.3 - 37.5 12.5

15～19歳 631 10.5 7.9 10.1 11.7 10.8 8.2 7.0 3.6 6.8 10.0 6.3 5.1 4.6 7.6 2.4 38.4 9.2

20～24歳 1,202 14.1 13.5 14.7 14.6 13.6 11.5 10.2 9.2 10.1 8.0 9.2 6.2 7.1 4.7 4.7 28.3 7.4

25～29歳 1,534 18.7 17.9 15.9 15.2 15.4 15.7 10.8 12.8 10.2 10.3 9.3 8.0 7.0 3.4 4.4 21.5 6.3

15.5 14.4 14.4 14.3 13.9 12.8
9.8 9.8 9.5 9.4 8.7

6.8 6.6
4.7 4.1

27.1

7.3

0%

20%

40%
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＜平成 24 年度調査結果＞ 
Q. そうした問題を経験した主な理由は何ですか。当てはまるものを全て選択してください。

また、各項目の中で一番主要なものを教えてください。[MA・SA] 
【仕事】 
 

（n=756） 
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24.5 
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0.0 10.0 20.0 30.0

就職に失敗したから

就職先を退職したから

就職先を解雇されたから

仕事上の大きなミスをしたから

仕事の量や内容が自分の能力を超えていたから

職場でいじめられたから

職場になじめなかったから

上司や同僚との関係が悪かったから

働く意味がわからないから

働きたくないから

いわゆる充電をしたかったから

仕事が自分に向いていなかったから

自分の才能や特技を生かせる仕事ではなかったから

本当に自分のやりたい仕事ではなかったから

その他

特にない

わからない

当てはまるものを全て 各項目の中で一番主要なもの
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Q6-2. そうした問題を経験した事柄の中で、特に影響が強かったと思うことは何ですか。（２

つまで） [MA] 
 
問題を経験した事柄の中で、特に影響が強かったと思うことについて全体で最も高いのは､「自分自身の問

題」(66.8％)。次いで「学校の問題」(29.6％)と続く。 
年齢区分別でみると、「学校の問題」は“13～14 歳”(38.5％)、“15～19 歳”（36.6％）が全体と比べ高く、有

意差が認められた。 
 「仕事・職場の問題」は“25～29 歳”（32.6％）が、全体と比べ 5 ポイント以上高く、有意差も認められてい

る。 
 

 

※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者のみ回答 
 
※「仕事・職場の問題」のみ就労経験ありの人にのみ表示させているため、就労経験がある人を 

母数として割合を算出 
 （全体：n=3383、13~14 歳：n=16、15~19 歳：n=631、20~24 歳：n=1202、25~29 歳：n=1534） 
 
 
 

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n数 自分自身の問題 学校の問題 家族・家庭の問題 仕事・職場の問題

全体 4,931 66.8 29.6 26.9 23.9

13～14歳 379 63.9 38.5 23.0 12.5

15～19歳 1,494 67.5 36.6 28.4 6.8

20～24歳 1,439 67.2 29.3 27.1 21.8

25～29歳 1,619 66.5 21.3 26.2 32.6

66.8

29.6
26.9

23.9

0%

20%

40%

60%

80%
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（３）受けたことのある支援 

 
 
 
 

支援を受けて役に立ったと思う人について全体で最も高いのは､「学校の先生」(23.8％)。次いで「医師や

保健師などの医療関係者」(14.4％)、「スクールカウンセラー」(13.1%)、「臨床心理士や各種カウンセラー」

(7.7%)と続く。一方、「効果があったものはない」は 30.4％だった。 
 年齢区分別でみると、「学校の先生」は全体と比べ、“13～14 歳”（38.3％）が 10 ポイント以上高く、“25
～29 歳”（13.0％）は 10 ポイント以上低くなっており、どちらも有意差が認められた。“25～29 歳”では、

「医師や保健師などの医療関係者」が 19.7％と最も高く、全体比較しても有意差が認められている。 
 過去の調査と比較すると、「効果があったものはない」は 15 ポイント以上減少しており、「スクールソー

シャルワーカー」は 4.5 ポイント増加している。一方、「医師や保健師などの医療関係者」は 9.6 ポイント減

少している。 
 

 
※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者で、かつ、Q7-1 で「支援を受けたことがない」と

の回答者以外が回答 
  

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n
数

学
校
の
先
生

医
師
や
保
健
師
な
ど
の
医
療
関
係
者

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

臨
床
心
理
士
や
各
種
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー

自
然
体
験
な
ど
体
験
活
動
の
指
導
員

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
（
あ
な
た
と
同
じ
悩
み

を
持
っ
た
経
験
者
）

そ
の
他

効
果
が
あ
っ
た
も
の
は
な
い

全体 2,455 23.8 14.4 13.1 7.7 4.9 1.4 1.3 1.3 1.0 0.7 30.4

13～14歳 183 38.3 10.9 10.9 2.2 4.4 0.5 2.2 - 0.5 1.1 29.0

15～19歳 819 32.1 11.7 14.0 6.1 4.4 1.0 0.9 1.1 1.1 0.9 26.7

20～24歳 732 21.4 13.0 14.1 8.7 7.0 1.8 0.4 1.4 1.1 0.5 30.6

25～29歳 721 13.0 19.7 11.7 9.8 3.5 1.8 2.6 1.7 1.0 0.4 34.8

23.8

14.4
13.1

7.7

4.9

1.4 1.3 1.3 1.0 0.7

30.4

0%

20%

40%

Q7-2.（社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験があったと思う場合

で、かつ、次のような方からの支援を受けたことがある場合）その中で最も役に立ったと思う

ものを一つ選んでください。[SA] 
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＜平成 24 年度調査結果＞ 
Q. （社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験がある場合で、かつ、次

のような方からの支援を受けたことがある場合）その中で最も効果があったものを１つ選んで

ください。[SA] 
 

 
（n=521） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

10.7 

0.4 

24.0 

10.0 

0.6 

3.3 

1.2 

1.5 

2.7 

45.7 

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0

スクールカウンセラー

スクールソーシャルワーカー

医師や保健師などの医療関係者

臨床心理士や各種カウンセラー

ケースワーカー

キャリアコンサルタント

ピアサポーター（あなたと同じ悩みの経験者）

自然体験など体験活動の指導員

その他

効果があったものはない
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Q8-2. （社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験があったと思う場合

で、かつ、次のような形での支援を受けたことがある場合）その中で最も役に立ったと思うも

のを一つ選んでください。[SA] 
 
受けたことのある支援で役に立ったと思うものについて全体で最も高いのは､「学校で相談する」

(17.7％)。次いで「医療施設に通って相談する」(13.5％)、「SNS で相談する」(9.8%)、「電話で相談する」

(8.2%)と続く。一方、「効果があったものはない」は 17.0％だった。 
 年齢区分別でみると、「学校で相談する」は年代が若いほど高くなっており、“13～14 歳”（25.1％）、“15
～19 歳”（22.6％）は、全体と比較した結果、どちらも有意差が認められた。また、“25～29 歳”では、「医

療機関に通って相談する」（19.7％）が最も高く、全体と比較しても有意差が認められる。 
  
 

 

※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者で、かつ、Q8-1 で「わからない」「支援を受けた

ことがない」との回答者以外が回答 
 
 
 
 
 
  

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n
数

学
校
で
相
談
す
る

医
療
施
設
に
通
っ
て
相
談
す
る

S
N
S
で
相
談
す
る

電
話
で
相
談
す
る

メ
ー
ル
で
相
談
す
る

そ
れ
以
外
の
施
設
に
通
っ
て
相
談
す

る 施
設
で
自
由
に
過
ご
す
（
居
場
所
、

フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）

自
宅
で
相
談
す
る
（
自
宅
を
訪
問
し

た
相
談
員
に
相
談
す
る
）

自
宅
を
離
れ
、
施
設
に
住
み
込
ん
で

日
常
生
活
や
就
労
に
関
し
て
の
支
援

を
受
け
た
り
相
談
す
る

家
族
会
に
参
加
す
る

当
事
者
（
あ
な
た
と
同
じ
悩
み
や
困

難
を
抱
え
た
人
た
ち
）
の
会
に
参
加

す
る

少
年
自
然
の
家
・
青
年
の
家
等
の
活

動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
す
る

そ
の
他

わ
か
ら
な
い

効
果
が
あ
っ
た
も
の
は
な
い

全体 2,570 17.7 13.5 9.8 8.2 7.0 2.3 2.3 1.4 0.9 0.7 0.5 0.4 0.5 17.5 17.0

13～14歳 191 25.1 11.0 9.9 5.2 4.7 1.0 2.1 1.6 0.5 1.6 1.0 0.5 0.5 21.5 13.6

15～19歳 818 22.6 10.4 11.6 6.7 5.6 2.3 3.1 1.1 0.7 0.1 0.4 0.2 0.9 18.5 15.8

20～24歳 783 17.0 11.4 9.2 9.1 9.7 2.3 2.3 2.2 0.9 0.8 0.3 0.5 0.4 16.9 17.2

25～29歳 778 11.4 19.7 8.6 9.5 6.4 2.7 1.5 1.0 1.2 0.9 0.9 0.5 0.4 16.3 18.9

17.7

13.5

9.8

8.2
7.0

2.3 2.3
1.4 0.9 0.7 0.5 0.4 0.5

17.5 17.0

0%

20%
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＜平成 24 年度調査結果＞ 
Q. （社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった経験がある場合で、かつ、次

のような支援を受けたことがある場合）その中で最も効果のあったものを１つ選んでくださ

い。[SA] 
（n=396） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12.6 

7.1 

25.3 

2.3 

3.8 

1.8 

1.0 

0.0 

3.0 

4.3 

38.9 

0.0 5.0 10.0 15.0 20.0 25.0 30.0 35.0 40.0 45.0

電話で相談する

メールで相談する

施設に通って相談する

自宅で相談する（自宅を訪問した相談員に相談する）

施設で自由に過ごす（居場所）

自宅を離れ、施設に住み込んで日常生活や

就労に関しての支援を受けたり相談する

当事者の会への参加

家族会への参加

活動プログラムへの参加

その他

効果があったものはない
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（４）円滑に送ることができていなかった状態が改善した経験 

Q9-1. あなたは今までに、社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった状態が改

善した経験があったと思いますか。[SA] 
 
社会生活や日常生活を円滑に送ることができていなかった状態が改善した経験（以下「困難改善経験」と

いう）について全体で最も高いのは、「どちらかといえばあった」(36.6％)。次いで「あった」(24.3％)と続

く。また、「あった（計）」（60.9％）は「なかった（計）」（25.7％）より高くなっている。 
年齢区分別でみると、「あった（計）」は“15～19 歳”（64.5％）が他の年代と比べ最も高く、全体と比較し

た結果、有意差が認められた。 
一方、「なかった」は“25～29 歳”（15.7％）が他の年代と比べ最も高く、全体と比較した結果、有意差が

認められた。 
 

 
※Q5 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者のみ回答 
  

あった
（計）

なかった
（計）

ｎ

全体 4,931 60.9 25.7

13～14歳 379 55.1 25.1

15～19歳 1,494 64.5 22.5

20～24歳 1,439 61.8 25.7

25～29歳 1,619 58.2 28.7

24.3

16.6

27.5

25.4

22.2

36.6

38.5

36.9

36.4

36.0

13.3

12.4

12.6

14.7

13.0

12.3

12.7

9.9

11.0

15.7

13.4

19.8

13.1

12.5

13.1

あった
どちらかといえば

あった

どちらかといえば

なかった
なかった

わからない

答えられない

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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Q9.の回答について、公的な支援機関や専門家から支援を受ける場合の求める支援の形態の別（Q22）にみ

ると、困難改善経験が「あった」又は「どちらかといえばあった」と回答した者の方が、困難改善経験が「な

かった」又は「どちらかといえばなかった」と回答した者と比べて、支援を求めている割合が高くなっている

傾向がある。 

 一方で困難改善経験が「どちらかといえばなかった」と回答した者については、「メールで相談する」（29.9％）

が最も高く、次いで高いものは、順に「SNSで相談する」（27.4％）、「施設に通って相談する」(24.0％)、「電

話で相談する」(17.0％)と続く。 

 また、困難改善経験が「なかった」と回答した者については、「誰にも相談したり、支援を受けたりしたい

と思わない」（28.6％）が最も高く、次いで高いものは、順に「メールで相談する」（24.5％）、「わからな

い」（19.1％）、「SNS で相談する」（18.6％）と続く。 
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33.1 

18.1 
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0.2 

7.3 7.7 

24.4 

38.1 

34.0 
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0.2 
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4.4 
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24.5 

18.6 
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6.1 7.2 
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談
す
る

メ
ー
ル
で
相
談
す
る

S
N
S
で
相
談
す
る

学
校
で
相
談
す
る

施
設
に
通
っ
て
相
談
す
る

自
宅
で
相
談
す
る

（
自
宅
を
訪
問
し
た
相
談
員

に
相
談
す
る
）

施
設
で
自
由
に
過
ご
す

（
居
場
所
、
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
）

自
宅
を
離
れ
、
施
設
に
住
み
込
ん
で

日
常
生
活
や
就
労
に
関
し
て
の
支
援

を
受
け
た
り
相
談
し
た
り
す
る

少
年
自
然
の
家
・
青
年
の
家
等
の

活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
参
加

そ
の
他

誰
に
も
相
談
し
た
り
、
支
援
を

受
け
た
り
し
た
い
と
思
わ
な
い

わ
か
ら
な
い

求
め
る
支
援
の
形
態

困難改善経験

あった(n=1198) どちらかと言えばあった(n=1805) どちらかと言えばなかった(n=658) なかった(n=608) わからない、答えられない(n=662)
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Q9.の回答について、問題解決のための情報収集方法の別（Q24）にみると、いずれの情報収集方法につい

ても、困難改善経験が「あった」又は「どちらかといえばあった」と回答した者の方が、困難改善経験が

「なかった」又は「どちらかといえばなかった」と回答した者より、選択した割合が高くなっている。 
また、「特別調べることはない」については、困難改善経験が「なかった」又は「どちらかといえばなかっ

た」と回答した者の方が、困難改善経験が「あった」又は「どちらかといえばあった」と回答した者より、

選択した割合が高くなっており、困難改善経験が「なかった」と回答した者の 29.4％が「特別調べることは

ない」と回答している。 
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集
す
る

家
族
や
親
せ
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に
相
談
す
る

友
人
・
知
人
（
家
族
や
親
せ
き
以
外
）

に
相
談
す
る

学
校
の
先
生
に
相
談
す
る

公
的
機
関
に
問
い
合
わ
せ
る

本
で
調
べ
る

そ
の
他

特
別
調
べ
る
こ
と
は
な
い

問
題
解
決
の
た
め
の
情
報
収
集
方
法

困難改善経験

あった(n=1198) どちらかと言えばあった(n=1805) どちらかと言えばなかった(n=658) なかった(n=608) わからない、答えられない(n=662)
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Q9-2. そのような改善した経験はどのようなことがきっかけだったと思いますか。[SA] 
 
改善したきっかけについて全体で最も高いのは､「家族や友人の助け」(31.0％)。次いで「時間の経過で状

況が変化したこと」(24.2％)、「就職・転職したこと」(11.6%)と続く。 
年齢区分別でみると、“13～14 歳”は「家族や友人の助け」（46.4％）が、全体と比べ 15 ポイント以上高

く、有意差も認められている。また、「就職・転職したこと」では、“25～29 歳”（21.3％）が他の年代に比

べ 10 ポイント近く高く、全体と比較しても有意差が認められている。 
 

 
※Q9-1 で「あった」「どちらかといえばあった」との回答者のみ回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■全体＋10%以上
■全体－10%以下
(属性n=30以上）

n
数

家
族
や
友
人
の
助
け

時
間
の
経
過
で
状
況
が
変
化
し
た
こ
と

就
職
・
転
職
し
た
こ
と

学
校
に
相
談
し
た
こ
と

支
援
機
関
・
医
療
機
関
に
相
談
し
た
こ
と

趣
味
の
活
動
に
参
加
し
た
こ
と

わ
か
ら
な
い
、
答
え
ら
れ
な
い

全体 3,003 31.0 24.2 11.6 9.5 7.5 6.6 9.6

13～14歳 209 46.4 23.0 3.3 9.6 7.7 4.3 5.7

15～19歳 963 31.8 25.0 4.2 11.8 6.3 7.8 13.1

20～24歳 889 30.1 24.1 11.4 10.2 7.1 7.4 9.7

25～29歳 942 27.5 23.9 21.3 6.5 8.9 5.0 6.9

31.0

24.2

11.6
9.5

7.5 6.6

9.6

0%

20%

40%


